
平
成
二
十
四
年
度
冬
季

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会

第
一
〇
六
回
大
会
案
内
・
要
旨
集期

日

十
一
月
二
十
四
日
（
土
）・
二
十
五
日
（
日
）

会
場

中
京
大
学

後
援

中
日
新
聞
社

協
力

徳
川
美
術
館
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平
成
二
十
四
年
度
冬
季

会
場

中
京
大
学

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会

第
一
〇
六
回
大
会
案
内

〒

―

名
古
屋
市
昭
和
区
八
事
本
町
一
〇
一
―
二

466

8666

電
話

〇
五
二
―
八
三
五
―
七
三
一
四
（
原
國
人
研
究
室
）

Ｅ
メ
ー
ル

khara@lets.chukyo-u.ac.jp

○
同
封
の
葉
書
に
出
・
欠
を
ご
記
入
の
上
、
十
一
月
五
日
（
月
）
ま
で
に
必
ず
着
く
よ
う
に
ご
返
送
く
だ
さ
い
（
ご
欠
席
の
場
合
も
必
ず
ご
返
送
を
お
願
い
し
ま
す
）。

○
十
一
月
二
十
四
日
（
土
）
の
、
昼
食
代
（
一
、
〇
〇
〇
円
／
委
員
の
み
）、
懇
親
会
費
（
一
般
七
、
〇
〇
〇
円
、
大
学
院
生
四
、
〇
〇
〇
円
）、
レ
ジ
ュ
メ
資
料
代

（
一
、
〇
〇
〇
円
）、
十
一
月
二
十
五
月
（
日
）
の
昼
食
代
（
一
、
〇
〇
〇
円
）
は
、
同
封
の
郵
便
振
替
用
紙
（
口
座
番
号
／
〇
〇
八
一
〇
―
九
―
二
〇
五
一
一
八
、

口
座
名
称
／
原
國
人
研
究
室
）
に
て
十
一
月
五
日
（
月
）
ま
で
に
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。

○
出
張
依
頼
状
が
必
要
な
方
は
、
提
出
先
の
宛
名
と
送
り
先
を
明
記
の
上
、
左
記
の
当
学
会
事
務
局
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

〒

―

横
浜
市
泉
区
緑
園
四
―
五
―
三

245

8650

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
竹
内
研
究
室
内

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
事
務
局

メ
ー
ル

zenkoku.ferris2012@gm
ail.com

E

FAX

〇
四
五
―
三
三
〇
―
六
〇
六
七

《
交
通
》

地
下
鉄

鶴
舞
線
・
名
城
線

八
事
駅

五
番
出
口
す
ぐ
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第
一
日

平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
四
日(

土)

中
京
大
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス

常

任

委

員

会(

時

分
～

時

分)

会
議
棟

中
会
議
室

11

00

11

30

委

員

会(

時

分
～

時

分)

会
議
棟

大
会
議
室

11

30

12

30

大

会
受
付

時

分
～

13

00

開
会

時

分

13

30

会
場

四
号
館
四
一
二
教
室

開
会
の
辞

総
合
司
会
／
本
学
会
常
任
委
員
・
中
京
大
学
教
授

原

國
人

会
長
挨
拶

本
学
会
会
長
・
京
都
市
立
芸
術
大
学
名
誉
教
授

中
西

進

会
場
校
挨
拶

中
京
大
学
学
長

北
川

薫

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（

時

分
～

時

分
）

13

40

17

30

テ
ー
マ
「
継
承
と
断
絶
―
創
造
の
た
め
の
―
」

パ
ネ
リ
ス
ト

尾
張
徳
川
家
は
ど
の
よ
う
に
し
て
文
化
を
継
承
し
て
き
た
か

徳
川
美
術
館
副
館
長

四
辻

秀
紀

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
を
編
集
し
て

元
小
学
館
編
集
者

佐
山

辰
夫

『
好
色
一
代
男
』
の
検
閲
を
め
ぐ
っ
て
―
明
治
・
大
正
期
を
中
心
に
―

中
京
大
学
教
授

浅
岡

邦
雄

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

中
京
大
学
教
授

酒
井

敏

懇
親
会
（

時
～

時
）

18

20

会
場

中
京
大
学
ヤ
マ
テ
ホ
ー
ル
（
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
二
階
）

会
費

一
般

七
、
〇
〇
〇
円

大
学
院
生

四
、
〇
〇
〇
円
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第
二
日

十
一
月
二
十
五
日
（
日
）

受
付
開
始

時

分

中
京
大
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス

9

00

研
究
発
表
会

会
場

五
号
館
五
七
一
教
室

午
前
の
部
（

時

分
～

時

分
）

総
合
司
会
／
本
学
会
常
任
委
員
・
成
城
大
学
教
授

山
田

直
巳

9

30

12

10

な
き
人
の
〈
か
た
み
〉
考
―
『
源
氏
物
語
』
早
蕨
巻
の
贈
答
歌
を
め
ぐ
っ
て
―発

表
者
／
愛
知
淑
徳
大
学
助
教

亀
田

夕
佳

司

会
／
青
山
学
院
大
学
非
常
勤
講
師

井
野

葉
子

『
狭
衣
物
語
』「
燃
え
わ
た
る
」
の
歌
を
め
ぐ
っ
て
―
源
氏
の
宮
の
美
が
も
た
ら
す
も
の
―

発
表
者
／
國
學
院
大
學
大
学
院
生

太
田
美
知
子

司

会
／
大
妻
女
子
大
学
非
常
勤
講
師

高
橋

由
記

室
町
時
代
の
堺
と
大
徳
寺
派
禅
僧
―
『
自
戒
集
』
に
み
る
語
彙
と
比
喩
―

発
表
者
／
堺
市
博
物
館
学
芸
員

矢
内

一
磨

司

会
／
東
京
大
学
名
誉
教
授

三
角

洋
一

「
藪
の
中
」
は
供
述
調
書
か
―
〈
語
り
の
場
〉
を
横
断
す
る
読
者
―

発
表
者
／
中
京
大
学
非
常
勤
講
師

髙
塚

雅

司

会
／
関
西
学
院
大
学
教
授

細
川

正
義

昼
食
・
休
憩
（

時

分
～

時

分
）

12

10

13

10

午
後
の
部
（

時

分
～

時

分
）

総
合
司
会
／
本
学
会
常
任
委
員
・
大
分
大
学
准
教
授

藤
原

耕
作

13

10

15

50

萩
原
朔
太
郎
『
月
に
吠
え
る
』
の
削
除
に
関
す
る
事
情
に
つ
い
て
―
内
閲
が
も
た
ら
し
た
影
響
―

発
表
者
／
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員

牧

義
之
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司

会
／
関
西
学
院
大
学
教
授

細
川

正
義

川
端
康
成
と
綴
方
―
川
端
の
文
学
観
を
探
っ
て
―

発
表
者
／
名
古
屋
大
学
大
学
院
生

魏

晨

司

会
／
専
修
大
学
教
授

山
口

政
幸

「
読
む
こ
と
」
と
「
読
ま
れ
る
こ
と
」
―
川
端
康
成
『
無
言
』
論
―

発
表
者
／
早
稲
田
大
学
大
学
院
生

東
雲
か
や
の

関
東
国
際
高
等
学
校
教
諭

司

会
／
専
修
大
学
教
授

山
口

政
幸

歴
史
小
説
と
し
て
の
『
な
ま
み
こ
物
語
』

発
表
者
／
愛
知
県
知
多
翔
洋
高
等
学
校
教
諭

増
田

祐
希

司

会
／
富
山
大
学
教
授

金
子

幸
代

授

賞

式

（

時

分
～

時

分
）

五
号
館
五
七
一
教
室

15

50

16

00

研
究
発
表
奨
励
賞

閉
会
の
辞

本
大
会
実
行
委
員
長
／
本
学
常
任
委
員
／
中
京
大
学
教
授

原

國
人

中
京
大
学
図
書
館
蔵
貴
重
書
の
展
覧

会

場

中
京
大
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
三
階

〇
三
〇
四
教
室

期

間

十
一
月
二
十
四
日
（
土
）

時

分
～

時

分

／

十
一
月
二
十
五
日
（
日
）

時

分
～

時

分

10

30

16

30

9

30

16

00
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平
成
二
十
四
年
度
冬
季

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会

第
一
〇
六
回
大
会

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

継
承
と
断
絶
―
創
造
の
た
め
の
―

文
化
創
造
の
礎
た
る
古
典
の
継
承
が
困
難
な
状
況
は
た
し
か
に
い
つ
の
時
代
に
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
古
典
は
先
人
の
憧
憬
や
努
力
、
日
本
人

の
エ
ー
ト
ス
に
よ
っ
て
、
保
護
さ
れ
継
承
さ
れ
て
来
ま
し
た
。
近
代
に
入
っ
て
も
、
尾
張
徳
川
家
の
取
り
組
み
や
古
典
を
現
代
に
再
生
す
る
た
め
の
メ
デ

ィ
ア
の
努
力
な
ど
が
数
多
く
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
営
為
を
阻
む
障
壁
が
立
ち
ふ
さ
が
っ
た
こ
と
も
再
三
再
四
あ
り
ま
し
た
。
で
は
、

今
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
の
日
本
で
古
典
の
位
置
づ
け
は
確
か
な
も
の
と
言
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。
新
し
い
創
造
の
た
め
に
、
国
語
国
文
学
に
携
わ
る
私

た
ち
が
今
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
中
京
の
地
に
お
い
て
、
全
国
に
発
信
し
ま
す
。

パ
ネ
リ
ス
ト

尾
張
徳
川
家
は
ど
の
よ
う
に
し
て
文
化
を
継
承
し
て
き
た
か

徳
川
美
術
館
副
館
長

四
辻

秀
紀

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
を
編
集
し
て

元
小
学
館
編
集
者

佐
山

辰
夫

『
好
色
一
代
男
』
の
検
閲
を
め
ぐ
っ
て
―
明
治
・
大
正
期
を
中
心
に
―

中
京
大
学
教
授

浅
岡

邦
雄

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

中
京
大
学
教
授

酒
井

敏
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【
研
究
発
表
／
午
前
】

な
き
人
の
〈
か
た
み
〉
考

―
『
源
氏
物
語
』
早
蕨
巻
の
贈
答
歌
を
め
ぐ
っ
て
―

愛
知
淑
徳
大
学
助
教

亀
田

夕
佳

本
発
表
で
は
『
源
氏
物
語
』
早
蕨
巻
の
冒
頭
に
描
か
れ
る
、
宇
治
の
阿
闍
梨

と
中
君
と
の
贈
答
歌
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

父
八
宮
に
続
い
て
姉
大
君
ま
で
も
亡
く
し
、
悲
嘆
の
極
み
に
あ
っ
た
中
君
の

も
と
に
、
宇
治
の
阿
闍
梨
か
ら
年
初
の
挨
拶
が
届
け
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
無

骨
な
筆
跡
で
書
か
れ
た
和
歌
「
君
に
と
て
あ
ま
た
の
春
を
つ
み
し
か
ば
常
を
忘

れ
ぬ
初
蕨
な
り
」
に
「
蕨
、
つ
く
づ
く
し
を
か
し
き
籠
に
入
れ
」
た
も
の
が
添

え
ら
れ
て
い
た
。
中
君
は
「
こ
の
春
は
た
れ
に
か
見
せ
む
な
き
人
の
か
た
み
に

つ
め
る
峰
の
早
蕨
」
と
返
歌
を
す
る
。
こ
の
返
歌
に
お
け
る
「
か
た
み
」
が
「
形

見
／
筐
」
の
掛
詞
で
あ
る
こ
と
は
既
に
指
摘
が
あ
り
、
「
筐
」
で
あ
る
こ
と
の

根
拠
は
、
「
早
蕨
」
が
阿
闍
梨
の
贈
っ
た
「
籠
」
に
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

点
に
認
め
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
中
君
の
返
歌
に
お
け
る
「
な
き
人
の
か
た
み
」
は
、
八
の
宮
を
い

う
表
現
だ
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
歌
こ
と
ば
「
か
た
み
」
を
た
ど
る

と
、「
筐
」
を
意
味
す
る
場
合
は
、「
籠
／
こ
／
子
」
の
連
想
を
お
の
ず
と
引
き

寄
せ
る
表
現
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。こ
う
し
た
発
想
を
踏
ま
え
た
と
き
、

早
蕨
巻
の
中
君
の
返
歌
に
お
け
る
「
な
き
人
の
か
た
み
」
は
、
八
宮
の
「
子
」

で
あ
る
自
ら
を
い
う
表
現
だ
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

歌
こ
と
ば
「
か
た
み
」
の
表
現
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
君
の
返

歌
の
意
味
を
改
め
て
考
え
た
い
。

【
研
究
発
表
／
午
前
】

『
狭
衣
物
語
』「
燃
え
わ
た
る
」
の
歌
を
め
ぐ
っ
て

―
源
氏
の
宮
の
美
が
も
た
ら
す
も
の
―

國
學
院
大
學
大
学
院
生

太
田
美
知
子

『
狭
衣
物
語
』
巻
二
に
お
い
て
、
雪
で
作
っ
た
富
士
の
山
に
煙
を
立
て
た
の

を
見
て
狭
衣
が
詠
ん
だ
歌
、

燃
え
わ
た
る
我
が
身
ぞ
富
士
の
山
よ
た
ゞ
雪
に
も
消
え
ず
煙
立
ち
つ
ゝ

は
、
富
士
の
山
の
煙
に
託
し
て
、
源
氏
の
宮
へ
の
恋
慕
の
情
を
詠
ん
で
い
る
。

こ
の
富
士
の
山
の
煙
は
、
『
竹
取
物
語
』
を
想
起
さ
せ
る
一
方
で
、
竹
取
が
描

く
煙
と
は
違
っ
た
独
自
の
あ
り
よ
う
を
持
つ
。
源
氏
の
宮
が
「
か
ぐ
や
姫
」
と

し
て
位
地
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、

源
氏
の
宮
に
か
ぐ
や
姫
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
せ
る
こ
と
が
、
こ
の
場
面
の
読
み

に
ど
の
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
す
の
か
、
歌
の
煙
の
あ
り
よ
う
が
物
語
の
展
開

と
ど
う
関
わ
る
の
か
、
と
い
う
二
点
を
論
じ
た
い
。

狭
衣
は
こ
の
歌
を
詠
む
前
夜
、
女
二
の
宮
の
残
し
た
枕
の
涙
か
ら
、
母
皇
太

后
宮
を
亡
く
し
た
女
二
の
宮
の
悲
し
み
の
深
さ
を
知
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
こ

の
場
面
の
源
氏
の
宮
も
、
姉
皇
太
后
宮
の
喪
に
服
し
た
異
例
の
姿
で
あ
る
が
、

狭
衣
は
源
氏
の
宮
の
美
し
さ
に
感
嘆
す
る
。
続
く
地
の
文
に
は
、
「
か
ゝ
れ
ば

こ
そ
、
人
を
も
身
を
も
い
た
づ
ら
に
な
し
つ
る
ぞ
か
し
」
と
あ
る
。
物
語
は
、

狭
衣
の
出
家
願
望
や
女
二
の
宮
、
皇
太
后
宮
た
ち
の
悲
劇
の
原
因
を
、
源
氏
の

宮
の
美
し
さ
に
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ま
で
の
源
氏
の
宮
の

美
し
さ
の
描
写
と
、
狭
衣
と
他
の
女
君
と
の
関
わ
り
に
お
け
る
源
氏
の
宮
の
影

響
に
つ
い
て
検
証
す
る
。
ま
た
、
「
燃
え
わ
た
る
」
の
歌
が
詠
ん
だ
富
士
の
煙

の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
他
の
煙
を
詠
ん
だ
歌
や
、

そ
れ
ま
で
源
氏
の
宮
思
慕
を
表
し
て
き
た
語
「
室
の
八
島
の
煙
」
、
時
代
は
下

る
が
『
神
道
集
』
が
描
く
富
士
の
煙
、
『
竹
取
物
語
』
の
煙
等
と
比
較
し
て
考

察
す
る
。
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結
論
と
し
て
、
一
、
源
氏
の
宮
の
造
型
は
当
初
か
ら
変
わ
ら
な
い
、
二
、
源

氏
の
宮
を
か
ぐ
や
姫
に
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
で
、
悲
劇
の
原
因
を
超
越
し
た
美
に

帰
結
さ
せ
よ
う
と
す
る
『
狭
衣
物
語
』
の
論
理
が
、
読
者
に
受
容
さ
れ
や
す
く

な
る
、
三
、
「
燃
え
わ
た
る
」
の
歌
の
富
士
の
煙
の
あ
り
よ
う
は
、
源
氏
の
宮

が
狭
衣
を
思
う
よ
う
に
な
る
ま
で
、
狭
衣
の
思
慕
が
続
く
こ
と
を
示
唆
す
る
、

と
い
う
こ
と
を
述
べ
る
。

【
研
究
発
表
／
午
前
】

室
町
時
代
の
堺
と
大
徳
寺
派
禅
僧

―
『
自
戒
集
』
に
み
る
語
彙
と
比
喩
―

堺
市
博
物
館
学
芸
員

矢
内

一
磨

政
治
・
経
済･

文
化
な
ど
多
く
の
面
で
繁
栄
を
誇
っ
た
室
町
時
代
の
都
市
堺

に
お
い
て
、
新
し
く
都
市
の
運
営
の
中
核
と
な
っ
た
町
衆
と
広
く
社
会
へ
の
布

教
を
指
向
し
た
大
徳
寺
派
禅
僧
と
の
交
流
の
特
性
を
文
学
と
史
学
を
超
え
た
視

野
か
ら
、
文
化
史
学
的
に
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

室
町
時
代
の
堺
で
は
、
当
時
の
大
徳
寺
主
流
派
で
あ
る
養
叟
宗
頤(

一
三
七

六
～
一
四
五
八)

と
春
浦
宗
熈(

一
四
〇
九
～
一
四
九
六)

師
弟
に
よ
る
布
教
が

お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
堺
の
町
衆
た
ち
の
理
解
に
合
わ
せ
て
仮
名
付

け
法
語
を
用
い
る
、
法
名
を
多
く
の
人
々
に
与
え
る
等
、
禅
の
大
衆
化
を
指
向

し
た
布
教
形
態
で
あ
っ
た
。
堺
に
巡
遊
し
た
一
休
宗
純(

一
三
九
四
～
一
四
八

一)

は
、
自
ら
の
兄
弟
子
に
当
た
る
養
叟
ら
に
よ
る
堺
布
教
を
、
禅
思
想
の
立

場
か
ら
見
た
純
粋
禅
の
「
堕
落
」
と
し
て
、
自
ら
の
弟
子
た
ち
と
の
編
著
『
自

戒
集
』
に
お
い
て
激
し
く
批
判
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

『
自
戒
集
』
は
そ
の
表
現
の
苛
烈
さ
も
あ
り
、
一
休
の
思
想
を
表
出
し
た
主

著
に
あ
た
る
『
狂
雲
集
』
に
比
べ
て
評
価
さ
れ
る
機
会
は
少
な
か
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
『
自
戒
集
』
の
詩
・
文
は
当
時
の
大
徳
寺
派
禅
僧
に
よ
る
堺
布
教
が

孕
む
問
題
点
と
特
性
を
、
比
喩
的
に
え
ぐ
り
だ
し
て
い
る
。
本
発
表
で
は
、『
自

戒
集
』
の
詩
・
文
に
み
ら
れ
る
特
徴
的
な
語
彙
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら

が
比
喩
す
る
も
の
を
考
察
す
る
。

語
彙
の
検
討
と
比
喩
の
考
察
を
通
じ
て
『
自
戒
集
』
が
表
現
す
る
室
町
時
代

の
堺
と
大
徳
寺
派
禅
僧
の
交
流
の
実
態
と
特
性
が
、
従
来
言
わ
れ
て
い
た
よ
う

な
単
な
る
宗
教
的
堕
落
に
と
ど
ま
ら
な
い
文
化
事
象
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
い
く
。

【
研
究
発
表
／
午
前
】

「
藪
の
中
」
は
供
述
調
書
か

―
〈
語
り
の
場
〉
を
横
断
す
る
読
者
―

中
京
大
学
非
常
勤
講
師

髙
塚

雅

芥
川
龍
之
介
「
藪
の
中
」（
『
新
潮
』
一
九
二
二
年
一
月
）
の
論
文
は
数
多
く

あ
り
、
現
在
に
お
い
て
も
盛
ん
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
真
相
を
解
き
明

か
し
た
い
と
い
う
読
者
の
自
然
な
欲
求
を
刺
激
し
て
や
ま
な
い
魅
力
が
あ
る
た

め
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
駒
尺
喜
美
（
一
九
六
九
年
）
・
海
老
井
英
次
（
一

九
八
八
年
）
ら
の
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
謎
解
き
の
不

毛
さ
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
は
い
る
の
で
あ
る
が
、
に
も
拘
わ
ら
ず
、
い
ま
だ

に
真
相
解
明
を
主
眼
と
す
る
論
考
が
発
表
さ
れ
続
け
て
い
る
の
は
、
謎
解
き
を

誘
発
す
る
仕
掛
け
が
当
該
テ
ク
ス
ト
に
あ
る
た
め
、
と
い
う
こ
と
以
前
に
、
当

該
テ
ク
ス
ト
を
ま
る
で
裁
判
に
お
け
る
供
述
調
書
の
よ
う
に
捉
え
る
読
者
側
の

暗
黙
の
前
提
が
そ
の
根
本
原
因
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

本
発
表
で
は
謎
解
き
は
行
わ
ず
、
当
該
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
〈
語
り
の
場
〉

と
そ
れ
ぞ
れ
の
位
相
に
つ
い
て
の
考
察
に
主
眼
を
置
く
。
〈
語
り
の
場
〉
と
は

語
り
手
と
語
り
の
受
け
手
、
及
び
そ
の
状
況
と
位
相
差
を
考
え
る
こ
と
を
指
す

の
で
あ
る
が
、
証
言
者
（
木
樵
り
・
旅
法
師
・
放
免
・
媼
）
と
当
事
者
（
多
襄
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丸
・
真
砂
・
武
弘
）
の
陳
述
は
誰
に
対
し
て
ど
う
い
う
状
況
で
行
わ
れ
て
い
る

の
か
、
と
い
っ
た
聞
き
手
や
状
況
の
違
い
を
整
理
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
位
相
の
違

い
を
考
え
る
こ
と
で
、
い
わ
ゆ
る
「
神
の
眼
」
を
持
つ
三
人
称
の
語
り
手
の
存

在
を
措
定
し
、
そ
こ
か
ら
読
者
が
立
た
さ
れ
て
い
る
位
置
及
び
読
者
が
無
意
識

の
う
ち
に
想
像
で
補
う
よ
う
誘
導
さ
れ
て
い
る
仕
掛
け
を
検
証
し
、
こ
の
テ
ク

ス
ト
が
ど
う
い
っ
た
類
の
意
図
を
内
包
し
て
い
る
の
か
を
探
っ
て
い
く
。な
お
、

こ
の
視
点
で
の
先
行
研
究
と
し
て
三
谷
邦
明
氏
の
「
物
語
の
語
り
と
近
代
小
説
」

（
『
文
学
』
一
九
九
八
年
）
が
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
お
き
た
い
。

く
わ
え
て
、
「
藪
の
中
」
を
考
え
る
際
に
そ
の
解
釈
の
一
つ
と
し
て
よ
く
参

照
さ
れ
る
黒
沢
明
の
「
羅
生
門
」
（
一
九
五
〇
年
）
と
、
読
者
（
観
客
）
の
置

か
れ
た
立
ち
位
置
を
考
え
る
上
で
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
オ
ー
ソ
ン
・

ウ
ェ
ル
ズ
の
「
市
民
ケ
ー
ン
」
（
一
九
四
一
年
）
に
つ
い
て
も
こ
の
視
点
よ
り

言
及
す
る
。

【
研
究
発
表
／
午
後
】

萩
原
朔
太
郎
『
月
に
吠
え
る
』
の
削
除
に
関
す
る
事
情
に
つ
い
て

―
内
閲
が
も
た
ら
し
た
影
響
―

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員

牧

義
之

大
正
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
、
萩
原
朔
太
郎
の
詩
集
『
月
に
吠
え
る
』
は
、「
注

意
」
「
そ
の
筋
の
注
意
に
よ
り
、
「
愛
憐
」
「
恋
を
恋
す
る
人
」
の
二
篇
（
一
〇

三
頁
よ
り
一
〇
八
頁
）
ま
で
を
削
除
す
。
」
と
い
う
文
言
が
、
削
除
さ
れ
た
頁

部
分
に
記
さ
れ
て
い
る
。
『
月
に
吠
え
る
』
に
関
し
て
は
、
従
来
よ
り
、
初
版

が
禁
止
に
な
っ
た
と
い
う
定
説
が
あ
る
が
、
そ
の
根
拠
に
な
っ
て
い
る
の
は
、

作
者
・
朔
太
郎
が
刊
行
直
後
に
発
表
し
た
「
風
俗
壊
乱
の
詩
と
は
何
ぞ
」
で
あ

る
。「
〔
二
月
〕
二
十
一
日
に
な
つ
て
突
然
発
売
禁
止
の
内
達
を
受
け
た
」
が
、

「
ま
だ
市
中
の
書
店
に
配
本
さ
れ
て
居
な
か
つ
た
た
め
警
保
局
の
特
別
な
る
好

意
（
詩
集
で
あ
る
が
故
に
）
に
由
つ
て
全
部
の
没
収
を
免
か
れ
た
。
そ
れ
で
集

中
か
ら
そ
の
注
意
さ
れ
た
淫
猥
な
詩
篇
一
、
二
篇
を
削
除
し
て
再
び
改
版
の
上

世
に
出
る
こ
と
に
な
つ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
エ
ッ
セ
イ
に
よ
っ
て
、

『
月
に
吠
え
る
』
に
は
発
売
頒
布
禁
止
処
分
が
下
さ
れ
た
と
解
釈
さ
れ
て
い
る

が
、
実
際
の
正
式
な
発
行
日
等
を
、
納
本
さ
れ
た
図
書
の
奥
付
か
ら
点
検
し
直

す
と
、
朔
太
郎
の
記
述
に
は
不
正
確
な
部
分
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

本
発
表
で
は
、
現
在
、
国
立
国
会
図
書
館
に
残
さ
れ
て
い
る
、
戦
前
の
検
閲

の
た
め
に
内
務
省
へ
納
本
さ
れ
た
、
内
交
本
（
内
務
省
交
付
本
）
の
資
料
と
し

て
の
側
面
に
着
目
し
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
奥
付
の
訂
正
や
、
検
閲
官
に
よ
る
書

き
込
み
を
点
検
す
る
こ
と
で
、
従
来
の
文
学
史
に
お
け
る
定
説
の
誤
り
を
、『
月

に
吠
え
る
』
を
例
に
し
て
指
摘
す
る
。
『
月
に
吠
え
る
』
は
、
正
式
な
禁
止
処

分
で
は
な
く
、
検
閲
官
の
事
前
検
査
（
内
閲
）
の
結
果
と
し
て
、
紙
面
の
削
除

が
行
わ
れ
た
。
禁
止
処
分
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
い
く
つ
か
の
発
禁

年
表
や
資
料
か
ら
も
指
摘
出
来
る
。

内
閲
は
、
大
正
六
年
頃
か
ら
行
わ
れ
た
（
発
表
者
の
見
解
）
、
法
的
根
拠
が

無
い
措
置
で
あ
っ
た
が
、『
月
に
吠
え
る
』
が
刊
行
さ
れ
た
時
期
に
は
、「
内
閲
」

と
い
う
言
葉
で
説
明
し
て
文
壇
人
が
納
得
出
来
る
程
の
運
用
は
、
未
だ
行
わ
れ

て
は
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
朔
太
郎
及
び
関
係
者
が
残
し
た
言
説
や
納

本
さ
れ
た
図
書
か
ら
、
『
月
に
吠
え
る
』
に
内
閲
が
行
わ
れ
た
可
能
性
を
指
摘

す
る
。
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【
研
究
発
表
／
午
後
】

川
端
康
成
と
綴
方

―
川
端
の
文
学
観
を
探
っ
て
―

名
古
屋
大
学
大
学
院
生

魏

晨

昭
和
初
期
か
ら
日
本
で
は
、
生
活
を
綴
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
活
を
知

り
、
生
活
を
高
め
る
知
性
と
意
欲
を
育
て
て
い
こ
う
と
す
る
教
育
運
動
「
生
活

綴
方
運
動
」
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
運
動
は
時
代
と
と
も
に
変
化
し
な
が
ら
、
多

く
の
作
家
を
魅
了
し
、
戦
後
ま
で
児
童
文
学
に
影
響
を
与
え
続
け
た
。
「
級
長

の
探
偵
」
「
花
日
記
」
な
ど
の
多
く
の
児
童
文
学
を
創
作
し
た
川
端
康
成
も
、

戦
前
か
ら
戦
後
ま
で
綴
方
に
強
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。

川
端
は
昭
和
十
四
年
随
筆
「
綴
方
に
つ
い
て
」
を
発
表
し
、
東
京
女
子
大

学
で
「
綴
方
の
話
」
を
タ
イ
ト
ル
に
講
演
を
行
い
、
綴
方
に
つ
い
て
の
考
え
方

を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
『
模
範
綴
方
全
集
』
や
『
赤
と
ん
ぼ
』
の
綴
方
欄
な

ど
の
選
者
に
携
わ
る
な
ど
、
直
接
に
綴
方
の
評
価
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
自
ら

の
考
え
方
を
実
践
し
て
い
た
。
そ
の
他
に
も
、
各
地
で
綴
方
に
関
す
る
講
座
・

講
演
を
行
い
、
ラ
ジ
オ
座
談
会
な
ど
に
も
参
加
し
て
い
た
。
そ
れ
故
、
川
端
と

綴
方
と
の
関
係
を
解
明
す
る
こ
と
は
川
端
文
学
研
究
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を

持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

川
端
が
綴
方
に
関
し
て
、
綴
方
運
動
の
担
い
手
と
な
る
鈴
木
三
重
吉
の
影

響
を
受
け
て
い
る
が
、
そ
の
受
容
に
と
ど
ま
ら
ず
、
彼
な
り
に
綴
方
に
使
命
を

付
与
し
た
り
、
意
味
を
も
た
せ
た
り
し
た
。
綴
方
を
通
し
て
、
川
端
は
児
童
文

学
の
あ
り
方
、
国
語
教
育
の
役
目
だ
け
で
は
な
く
、
文
学
の
本
質
、
新
し
い
文

学
の
可
能
性
も
問
い
続
け
た
の
で
あ
る
。

本
報
告
は
ま
ず
、
川
端
の
綴
方
に
関
す
る
活
動
経
歴
を
整
理
し
、
随
筆
、

選
評
、
小
説
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
川
端
が
考
え
て
い
た
綴
方
の
表
象
を
抽
出

す
る
。
そ
れ
を
ふ
ま
え
、
鈴
木
三
重
吉
ら
の
思
想
の
影
響
を
考
察
し
な
が
ら
、

川
端
に
と
っ
て
の
綴
方
の
意
味
や
役
割
を
解
明
す
る
。
更
に
、
そ
の
綴
方
の
意

味
と
川
端
文
学
観
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
証
を
試
み
る
。

【
研
究
発
表
／
午
後
】

「
読
む
こ
と
」
と
「
読
ま
れ
る
こ
と
」

―
川
端
康
成
『
無
言
』
論
―

早
稲
田
大
学
大
学
院
生
・
関
東
国
際
高
等
学
校
教
諭

東
雲
か
や
の

『
無
言
』
は
、
一
九
五
三
年
に
発
表
さ
れ
た
川
端
康
成
の
短
編
小
説
で
あ
る
。

作
家
で
あ
る
〈
私
〉
が
〈
も
う
一
語
も
言
は
な
〉
く
な
っ
た
先
輩
作
家
・
明
房

を
見
舞
う
と
い
う
筋
で
あ
る
が
、
明
房
の
〈
頭
の
な
か
〉
を
代
弁
し
て
み
せ
る

娘
・
富
子
、
鎌
倉
―
逗
子
間
の
タ
ク
シ
ー
に
出
没
す
る
〈
幽
霊
〉
な
ど
、
川
端

の
心
霊
学
興
味
と
重
な
る
モ
チ
ー
フ
へ
の
注
目
が
作
品
の
評
価
を
規
定
し
て
き

た
と
い
え
る
。
本
発
表
で
は
、
こ
れ
ま
で
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
作
品
内
小
説
「
母

の
読
め
る
」
の
焦
点
化
を
通
じ
て
作
品
の
構
造
を
捉
え
直
し
、
「
読
む
こ
と
／

読
ま
れ
る
こ
と
」
を
描
い
た
小
説
と
し
て
『
無
言
』
を
再
評
価
し
た
い
。

「
母
の
読
め
る
」
は
、
精
神
を
病
ん
だ
息
子
に
〈
白
紙
〉
の
原
稿
用
紙
を
読

む
よ
う
せ
が
ま
れ
た
母
が
、
そ
れ
を
〈
読
む
や
う
な
風
に
〉
し
て
〈
母
親
自
身

の
話
を
聞
か
せ
る
〉
こ
と
で
、〈
母
と
子
の
魂
が
一
つ
に
と
け
合
〉
い
〈
幸
福
〉

に
な
る
と
い
う
明
房
の
〈
名
作
〉
だ
。
富
子
は
こ
の
母
の
よ
う
に
〈
無
言
〉
の

父
の
〈
頭
の
な
か
〉
の
小
説
を
〈
読
ん
で
聞
か
せ
る
〉
こ
と
を
望
む
が
、
そ
の

欲
望
は
〈
私
〉
に
語
る
う
ち
、
〈
父
の
代
り
に
書
〉
く
と
い
う
欲
望
へ
と
変
容

す
る
。
〈
私
〉
は
父
の
代
り
に
書
こ
う
／
語
ろ
う
と
す
る
富
子
に
違
和
感
を
抱

く
が
、
こ
の
懐
疑
の
先
に
は
「
読
む
こ
と
」
に
よ
っ
て
〈
魂
〉
の
融
合
を
実
現

し
た
母
が
い
る
。

こ
こ
に
描
か
れ
る
〈
幸
福
〉
の
相
対
化
は
、
川
端
康
成
の
同
名
小
説
『
母
の

読
め
る
』（
一
九
二
九
～
一
九
三
〇
）
と
の
比
較
で
よ
り
鮮
明
に
な
る
。『
母
の

読
め
る
』
に
は
息
子
の
〈
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
も
の
〉
を
自
身
の
小
説
に
す
り

替
え
て
読
み
上
げ
る
作
家
志
望
の
母
が
描
か
れ
る
が
、
そ
の
母
は
「
読
む
こ
と
」

を
「
書
く
こ
と
」
に
す
り
替
え
る
自
身
の
姿
を
〈
悲
惨
の
極
み
〉
と
評
し
て
い
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る
。
こ
の
ま
な
ざ
し
は
、
「
母
の
読
め
る
」
の
〈
幸
福
〉
の
裏
側
を
も
見
透
か

す
よ
う
だ
。
こ
こ
に
曝
さ
れ
る
「
読
む
こ
と
」
の
内
実
は
、
作
家
の
明
房
や
〈
私
〉

に
と
っ
て
の
「
読
ま
れ
る
こ
と
」
に
反
転
す
る
だ
ろ
う
。
「
読
む
こ
と
／
読
ま

れ
る
こ
と
」
を
め
ぐ
る
小
説
と
し
て
の
『
無
言
』
解
釈
は
、
自
作
の
解
釈
は
読

者
に
委
ね
る
べ
き
、
を
信
条
と
し
た
川
端
の
作
品
群
を
考
え
る
上
で
大
き
な
意

味
を
呈
示
す
る
と
い
え
る
。

【
研
究
発
表
／
午
後
】

歴
史
小
説
と
し
て
の
『
な
ま
み
こ
物
語
』

愛
知
県
知
多
翔
洋
高
等
学
校
教
諭

増
田

祐
希

『
な
ま
み
こ
物
語
』
は
円
地
文
子
の
代
表
作
で
あ
る
。
第
五
回
女
流
文
学
賞

を
受
賞
し
た
作
品
で
も
あ
り
、
そ
の
研
究
史
も
厚
い
。
定
子
の
人
物
像
を
中
心

に
純
愛
物
語
で
あ
る
と
述
べ
る
研
究
が
多
い
が
、
一
方
で
『
な
ま
み
こ
物
語
』

の
複
雑
な
書
か
れ
方
に
つ
い
て
無
条
件
に
絶
賛
す
る
声
も
少
な
く
な
い
。
円
地

自
身
は
こ
の
方
法
を
「
谷
崎
さ
ん
の
小
説
の
つ
く
り
方
の
真
似
」
と
称
し
て
い

る
。
確
か
に
架
空
の
書
物
を
中
心
に
物
語
を
進
め
る
手
法
は
、
多
く
の
人
々
に

谷
崎
潤
一
郎
の
『
春
琴
抄
』
を
連
想
さ
せ
る
だ
ろ
う
。

だ
が
、
定
子
や
道
長
と
い
っ
た
実
在
し
た
人
物
が
登
場
し
て
い
る
た
め
、
偽

書
「
生
神
子
物
語
」
を
利
用
す
る
と
し
て
も
、
史
的
事
実
を
無
視
で
き
ず
、
円

地
は
完
全
に
自
由
な
創
作
が
可
能
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

『
な
ま
み
こ
物
語
』
は
『
春
琴
抄
』
と
は
異
な
り
、
周
知
の
歴
史
か
ら
逃
れ
ら

れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
河
盛
好
蔵
と
の
対
談
で
森
鷗
外
型
の
歴
史
小

説
の
方
法
に
限
界
を
感
じ
て
い
る
と
述
べ
た
円
地
の
発
言
（
「
円
地
文
子
」『
作

家
の
素
顔
』
）
や
、
竹
盛
天
雄
の
『
な
ま
み
こ
物
語
』
に
お
け
る
「
歴
史
其
儘

と
歴
史
離
れ
」
に
つ
い
て
の
言
説
（
「
円
地
文
子
・
人
と
作
品
」『
昭
和
文
学
全

集
第
十
二
巻
』
）
に
拠
り
つ
つ
、
歴
史
小
説
と
い
う
観
点
か
ら
『
な
ま
み
こ
物

語
』
を
考
え
直
し
て
み
た
い
。

勿
論
『
な
ま
み
こ
物
語
』
は
鷗
外
型
の
歴
史
小
説
を
基
準
に
す
れ
ば
、
歴
史

小
説
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
書
か
れ
方
は
、
鷗
外
型
の
歴
史
小

説
の
方
法
を
非
常
に
強
く
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
。
あ
え
て
い
う
な
ら
ば
、
こ

こ
で
そ
の
方
法
を
乗
り
越
え
て
、
円
地
は
新
し
い
も
う
一
つ
の
「
歴
史
其
儘
と

歴
史
離
れ
」
を
実
践
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。
『
な
ま
み
こ
物
語
』
の
歴
史

小
説
た
る
所
以
は
、
歴
史
上
の
人
物
が
登
場
す
る
こ
と
と
同
じ
ほ
ど
、
こ
の
方

法
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
お
い
て
発
表
で
は
、
山
本
周
五
郎
の
『
樅
ノ
木
は
残
っ
た
』
と
森

鷗
外
の
『
堺
事
件
』
に
対
す
る
大
岡
昇
平
の
一
連
の
批
評
を
手
掛
か
り
に
、
歴

史
小
説
と
し
て
の
『
な
ま
み
こ
物
語
』
の
新
し
さ
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
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